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県
重
要
文
化
財 

紙 し

本 ほ
ん

墨 ぼ
く

書 し
ょ

大 だ
い

般 は
ん

若 に
ゃ

経
き
ょ
う 

 
 

昭
和
29

年
９
月
29

日
指
定 

 
 
 

 

 

こ
の
大
般
若
経
は
、
南
北
朝
時
代
の
永
和
４
年
（
一
三
七
八
）
の
写
本

で
、
縦
2928cm

、
横
11cm
、
600
巻
中
393
巻
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
備

後
国
御
調
郡
三
原
（
現
在
の
三
原
市
）
の
金
剛
寺
の
た
め
に
沼 ぬ

田 た
の

庄
し
ょ
う

内

各
寺
（
三
原
市
本
郷
町
：
旧
豊
田
郡
）
で
永
和
３
（
一
三
七
七
）
年
か
ら

５
（
一
三
七
九)

年
に
か
け
て
分
担
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
現
存
状
態
は

良
好
な
も
の
で
す
。 

大
願
主
は
金
剛
寺
の
源 

恵
で
経
文
奥
書
に
室
町
時 

代
初
期
の
三
原
の
地
名
の 

記
述
や
、
永
寿
寺
に
お
い 

て
文
政
14
（
天
保
２
年
・ 

一
八
三
一
）
年
か
ら
修
復 

が
行
わ
れ
た
と
の
記
録
が 

あ
り
ま
す
。 

中
世
に
お
け
る
禅
宗
寺 

院
の
信
仰
の
一
端
が
う
か 

が
え
る
貴
重
な
文
化
財
で 

す
。 

●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
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文
化
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 世
羅
町
指
定
重
要
文
化
財 

宝 ほ
う

篋
き
ょ
う

印 い
ん

塔 と
う 

 

昭
和
61

年
10

月
20

日
指
定 

 

 

長
田
篠
村
谷
の
山
中
に
、
長
径
10
ｍ
、
短
径
２
ｍ
ば
か
り
の
高
ま
り

（
古
墳
の
墳
丘
か
）
が
あ
り
、
そ
の
上
に
石
質
良
好
の
花
崗
岩
製
の
宝
篋

印
塔
が
一
基
造
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

全
高
1.19
ｍ
、
相
輪
は
長
さ
51
㎝
で
、
途
中
が
折
れ
て
い
る
外
は
完
存 

し
て
い
ま
す
。
笠
部
は
笠
幅
31.3
㎝
、
上
部
は
六
段
に
造
ら
れ
て
お
り
、
塔

身
は
幅
18
㎝
、
高
さ
16.5
㎝
、
四
方
に
胎
蔵
界
四
仏
の
種
子
（
梵
字
：
古

代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
）
が
浅
く
陰
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
は
二
段
式
で
、
高
さ
24
㎝
、
幅
37
㎝
、
四
方
に
格 こ

う

狭
間

ざ

ま

が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

造
立
の
時
代
は
、
形
式
か
ら
見
て
、
室
町
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
と
思
わ
れ
ま
す
。
『
世
羅
郡
誌
』
に
よ
る
と
「
篠
」
の
地
名
は
、
三
原

市
大
和
町
篠
（
元
世
羅
郡
篠
村
）
の
飛
郷
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
和

気
氏
の
丹
波
桑
田
郡
篠
村
の
名
に
寄
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

付
近
に
仏
堂
、
小
祠
も
あ 

り
、
丘
の
下
に
本
篠
村
と 

い
う
家
が
あ
っ
て
、
昔
よ 

り
毎
年
大
晦
日
の
夜
、
火 

縄
火
を
携
え
て
、
こ
の
宝 

篋
印
塔
に
参
拝
す
る
遺
風 

が
あ
っ
っ
た
と
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

 

 


